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Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
医
師
ら
現
地
報
告

　
ト
ル
コ
東
部
地
震
の
被
災
地
エ
ル
ジ
シ
ュ
で
活
動
し
た
国
際
医
療
救
援
団
体
「
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
」
の
医
師
ら
が
１
日
、
北
区
で
活
動
報
告
し
た
。
先
月
3
1
日
に
帰
国
し
た
大
類
隼
人
医

師
（
3
0
）
＝
神
戸
市
＝
は
「
風
邪
の
症
状
を
訴
え
る
患
者
が
増
え
て
い
た
。
寒
さ
も
厳
し
く

防
寒
用
品
の
援
助
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
七
現
状
を
訴
え
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
派
遣
さ

れ
た
の
は
大
類
医
師
の
ほ

か
、
洲
崎
祐
一
医
師
（
6
7
）

し
た
と
い
い
、
「
夜
は
雪

が
降
り
寒
さ
の
た
め
体
力

を
奪
わ
れ
た
。
被
災
者
は

１
、
４
１
　
　
谷
っ
と
つ
ら
く
、
寒
さ
対

「
石
井
尚
一
　
　
策
が
必
要
だ
ろ
う
」
と
話

ハ
か
ら
派
遣
見
し
た
。

ハ
類
医
師
の
（
　
東
日
本
大
震
災
の
時
、

惣
医
師
（
6
7
）
豆
本
ト
ル
コ
文
化
交
流
会

S
＝
福
岡
市
＝
と
ト
ル
コ
人

　
調
整
調
の
ア
フ
メ
ッ
ト
・

　
　
イ
ュ
ル
デ
ィ
ス
さ
ん
（
2
2
）

　
　
＝
大
阪
府
豊
中
市
＝
の
３

ご
｛
ぃ
｝
　
人
。
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の

　
　
協
力
を
得
て
、
2
5
～
2
9
日

か
ら
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
し

た
宮
城
県
南
三
陸
町
に
水

２
・
５
訪
の
支
援
が
あ
っ

た
た
め
、
相
互
扶
助
の
精

神
で
ト
ル
コ
支
援
を
決
め

た
。
荒
波
茂
代
表
は
「
現

・
’
の
聞
、
エ
ル
ジ
シ
ュ
の
烋
辿
の
医
療
機
関
に
ど
う
い
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ヅ
レ
…
…
］

Ｊ
順
で
診
察
に
あ
言

］
’
゛
…
…
…
一
ヽ

几
。
ハ

初
め
は
外
傷
患
者
が
多

Ｊ
０
０
１
ｔ
ら

か
っ
た
が
、
日
が
た
つ
に

左
耳
の
手
当
て
を
受
け
た
６
歳
の
女
児
と
大
類
医
師
（
左
）
＝
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提
供

つ
れ
風
邪
の
症
状
な
ど
緊
。

急
性
の
低
い
患
者
が
増
え

た
。
大
類
医
師
は
体
育
館

二
紅
く
の
小
学
校
の
校
庭
に

　
テ
ン
ト
を
張
り
寝
泊
ま
り

う
支
援
が
で
き
る
か
Ｉ
力

月
を
め
ど
に
、
現
地
で
ニ

ー
ズ
調
査
を
し
た
い
」
と
・

話
し
た
。
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